
No.2083　22I-1

安全荷重について…無負荷の状態で引出し等可動部を１段最大に
引き出し、その前端に集中荷重を掛けた際、転倒をしない重さの
合計をあらわします。（通常は均等に荷重をおかけください。）

5．スライド棚・引出しに物を載せたまま２つ以上引き出さないで下

さい。またスライド棚・引出しのみに物を載せて引き出さないで

下さい。バランスを失って、ワゴンが転倒する恐れがあります。

安全荷重を設けていますが、安全に関わらず使用時は必ず均等に

荷重をおかけ下さい。

6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  また転倒

の恐れもありますので絶対におやめ下さい。

7

8．偏った収納はしないで下さい。

9．床面ジュータン、悪路、段差の有る所では使用しないで下さい。

　　つまづき、キャスターの破損、転倒の恐れがあります。
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の等分布耐荷重（引出し全面に均等に物を置いた場合）は、

〔※安全荷重は5kg〕

下記イラストはワゴンの均等耐荷重が1台当り140kg、
スライド棚の均等耐荷重が1段当り20kgの場合
（お買い上げの商品によって耐荷重、引出しの枚数が異なり
　ますのでご注意ください）

スライド棚1段当りの均等耐荷重20kg
を段数分載せた上で、残りのツールワゴン
1台当りの均等耐荷重範囲内で各段均等に
お載せ下さい。
（例）上記ワゴンの場合
　　「均等耐荷重：140kg」ー「スライド棚2段分：40kg」＝100kg
　　100kg÷棚板2枚＝50kg
　　棚板1枚当り50kgを上限に各段均等にお載せ下さい。
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■均等耐荷重（等分布耐荷重）
〔ご使用前に必ずお読み下さい〕



　棚板②（サカエシールが付いていない方）を横に立て、
　棚板の四隅のパイプに支柱をそれぞれ差し込んで下さい。 
※このとき、ストッパー付のキャスターが対角になるよ
うに設置してください。 

　最上段の棚板を取り付ける前にブッシュを任意の位置に
取り付け、取手⑥をセットします。そして、最上段の棚
板②（サカエシールが付いている方）セットしたのち樹脂
ハンマー又は木槌で軽くたたき込んで下さい。 
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